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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第56期

第１四半期連結
累計期間

第57期
第１四半期連結
累計期間

第56期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（百万円） 42,404 40,971 183,481

経常利益（百万円） 1,768 1,047 9,422

四半期（当期）純利益（百万円） 1,034 385 4,012

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
1,048 387 4,023

純資産額（百万円） 75,058 76,238 76,942

総資産額（百万円） 127,578 129,674 136,277

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
18.96 7.06 73.57

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 58.83 58.79 56.46

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
2,694 3,306 10,161

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,486 △627 △4,674

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,168 △1,194 △2,548

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
25,642 31,027 29,536

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．当社は従来、物品販売のうち、顧客への納品を運送業者に委託する場合は、運送業者に物品を引渡した日を

もって売上高を認識する出荷引渡基準を採用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、顧客の検

収日をもって売上高を認識する検収基準に変更したため、第56期第１四半期連結累計期間及び第56期は、当

該会計方針の変更を反映した遡及適用後の数値を記載しております。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間の連結業績（売上高・経常利益）　

（金額単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)　

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)　

前年同期比

 金額 増減率

売上高 42,404  40,971  △1,432 △3.4％

経常利益 1,768 4.2％ 1,047 2.6％ △720 △40.8％

（経常利益におけるパーセント表示は、売上高経常利益率）　

当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興需要を中心とした内需が牽引し緩やかに回復しましたが、

欧州債務危機による金融資本市場の変動や海外経済の減速の影響などにより、景気の不透明感が高まりました。

  

当社グループの主たる事業領域であるＩＴサポートサービス市場においては、業務効率化やＩＴコスト削減を目

的としたクラウドや仮想化関連サービスに加え、データセンターサービスなどを活用した事業継続やリスク管理対

応の分野においてニーズが高まりました。しかしながら、全体的には不透明な経済環境を背景としたＩＴ投資の抑

制が継続しています。

　

このような環境の中、当社グループはＣＳ（Customer Satisfaction：お客さま満足）とＣＳＲ（Corporate

Social Responsibility：企業の社会的責任）を経営の基軸とした事業運営を積極的に実践するとともに、サポー

トサービス事業の担い手である「ひと」を財産と捉え「人財」に対する投資・育成を充実し、堅実な事業遂行を図

り、さらに継続した費用構造改革を推進することで安定的な利益の創出を目指して活動してまいりました。

　

当第１四半期連結累計期間における売上高は、409億71百万円（前年同期比3.4%減）となりました。これは、保守

サービスの自主契約促進活動による契約保守や販売店連携、ソフトサポートなどでの増収に加え、システム展開

サービスの大型案件の獲得および注力しているサプライサービスでのインターネットショップ「い～るでぃん

ぐ」などで増収となりましたが、保守サービスでの未契約保守などの減収とサプライサービスでの前期に獲得した

特需案件の反動の影響で減収したことによるものです。

　

経常利益は、10億47百万円（前年同期比40.8%減）となりました。これは、システム展開サービスおよび運用サ

ポートサービスでの利益率の改善による増益はありましたが、減収による減益と新基幹システムの導入による初期

費用および償却費の発生により全社共通費が増加したことによるものです。

　

四半期純利益は、3億85百万円（前年同期比62.8%減）となりました。これは、経常利益の減少に加え、過年度法人

税等を2億70百万円（注）計上したことによるものです。

　

なお、当社は当第１四半期連結会計期間より売上計上基準を変更したため、前第１四半期連結累計期間の数値は、

遡及処理後の数値によっております。詳細は、「会計方針の変更」をご覧ください。

　

（注）過年度法人税等の内容につきましては、「重要な後発事象」をご覧ください。
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セグメント別の業績は次のとおりであります。

　

[保守サービス]

（金額単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

 前年同期比

金額 増減率

売上高 23,265     22,342  △922 △4.0％

営業利益 3,923 16.9％ 3,459 15.5％ △463 　△11.8％

（営業利益におけるパーセント表示は、売上高営業利益率）

（注：営業利益は、当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用控除前の数値です。）

　

売上高は、注力している自主契約促進活動による契約保守や販売店連携、ソフトサポートなどで増収となりまし

たが、未契約保守やＩＴベンダ各社との協業などで減収したことにより、223億42百万円（前年同期比4.0%減）とな

りました。

　

営業損益は、継続して取り組んでいる生産革新活動を中心とした保守部材費および機材関連費用の低減活動の効

果はありましたが、減収による減益と利益率の悪化により、34億59百万円の利益（前年同期比11.8%減）となりまし

た。

　　

[システム展開サービス] 

（金額単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

 前年同期比

金額 増減率

売上高 5,590     5,693  102  1.8％

営業損失（△） △961 △17.2％ △630 △11.1％ 331 －

（営業損失におけるパーセント表示は、売上高営業利益率）

（注：営業損失は、当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用控除前の数値です。）　

　

売上高は、セキュリティ／ネットワーク領域での減収はありましたが、大型案件の獲得とクラウド／仮想化、環境

領域などの注力領域で増収したことにより、56億93百万円（前年同期比1.8%増）となりました。

　

営業損益は、利益率の改善により、6億30百万円の損失（前年同期は9億61百万円の損失）となりました。
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[サプライサービス] 

（金額単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

 前年同期比

金額 増減率

売上高 8,761     8,235  △525  △6.0％

営業利益又は

営業損失（△）
95 1.1％ △14 △0.2％ △110 －

（営業利益又は営業損失におけるパーセント表示は、売上高営業利益率）

（注：営業利益・営業損失は、当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用控除前の数値です。）　

　

売上高は、インターネットショップ「い～るでぃんぐ」を中心とした注力領域で増収となりましたが、前期に獲

得した特需案件の反動の影響により、82億35百万円（前年同期比6.0%減）となりました。

　

営業損益は、減収による減益と利益率の悪化により、14百万円の損失（前年同期は95百万円の利益）となりまし

た。

　

[運用サポートサービス]

（金額単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

 前年同期比

金額 増減率

売上高 4,787     4,699  △87 △1.8％

営業利益 395 8.3％ 537 11.4％ 142 　36.1％

（営業利益におけるパーセント表示は、売上高営業利益率）

（注：営業利益は、当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用控除前の数値です。）

　

売上高は、注力している運用支援サービスやヘルプデスクサービスなどで自治体／医療領域での案件獲得が増加

し前年並みとなったものの、メディアサービスでの減収により、46億99百万円（前年同期比1.8%減）となりました。

　

営業損益は、原価低減活動の効果による利益率の改善により、5億37百万円の利益（前年同期比36.1%増）となり

ました。
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(2）財政状態及びキャッシュ・フローの状況　

①資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末における総資産は1,296億74百万円となり、前連結会計年度末に比べ66億3百万円減

少しました。現金及び現金同等物（現金及び預金、関係会社預け金）は14億90百万円増加しました。受取手形及び売

掛金は前連結会計年度末に計上した売上債権に対する入金などにより84億18百万円減少しました。たな卸資産は原

材料や仕掛品などの増加により7億17百万円増加しました。

負債は534億36百万円となり、前連結会計年度末に比べ58億99百万円減少しました。これは主に、前連結会計年度

末に計上した仕入債務の支払いなどにより、支払手形及び買掛金が57億22百万円減少したことによるものです。

純資産は762億38百万円となり、前連結会計年度末に比べ7億3百万円減少しました。四半期純利益3億85百万円を

計上したことによる増加と利益配当金10億90百万円を計上したことによる減少により、利益剰余金は565億31百万

円となりました。 

以上の結果、自己資本比率は58.8％となり、前連結会計年度末に比べ2.3ポイントの増加となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は310億27百万円となり、前

連結会計年度末に比べて14億90百万円増加しました。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間の営業活動により増加した資金は33億6百万円（前年同期比6億11百万円増）となりま

した。主な資金増加の内容は、税金等調整前四半期純利益10億47百万円や売上債権の減少額84億18百万円等で、主な

資金減少の内容は、仕入債務の減少額57億14百万円等です。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間の投資活動により減少した資金は6億27百万円（前年同期比18億58百万円減）となり

ました。主な資金減少の内容は、新基幹システムの開発に伴う無形固定資産（ソフトウェア）の取得による支出4億

87百万円等です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結累計期間の財務活動により減少した資金は11億94百万円（前年同期比25百万円増）となりまし

た。主な資金減少の内容は、配当金の支払額10億79百万円です。

　　なお、当社は当第１四半期連結会計期間より売上計上基準を変更したため、前連結会計年度末及び前第１四半期連

結累計期間の数値は、遡及処理後の数値によっております。詳細は、「会計方針の変更」をご覧ください。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は15百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 188,560,000

計 188,560,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成24年８月３日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 54,540,000 54,540,000
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は、

100株でありま

す。

計 54,540,000 54,540,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 54,540,000 － 9,670 － 10,161

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

EDINET提出書類

ＮＥＣフィールディング株式会社(E05298)

四半期報告書

 7/22



（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、同日時点の株主名簿の記載内容を確認でき

ないため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記

載をしております。　

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 54,536,100　 545,361 －

単元未満株式 普通株式　　　3,300 － －

発行済株式総数 54,540,000 － －

総株主の議決権 － 545,361 －

　

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ＮＥＣフィール

ディング株式会社

 

東京都港区三田一

丁目４番28号 
600 － 600 0.00

計 － 600 － 600 0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,233 10,725

関係会社預け金 ※1
 21,303

※1
 20,302

受取手形及び売掛金 ※2
 39,951

※2
 31,532

商品及び製品 2,615 2,609

仕掛品 1,432 1,814

原材料及び貯蔵品 19,399 19,741

その他 8,965 8,626

貸倒引当金 △48 △40

流動資産合計 101,852 95,311

固定資産

有形固定資産 2,887 2,962

無形固定資産

のれん 49 －

その他 11,211 11,076

無形固定資産合計 11,260 11,076

投資その他の資産

前払年金費用 12,737 12,737

その他 7,710 7,725

貸倒引当金 △170 △139

投資その他の資産合計 20,277 20,323

固定資産合計 34,425 34,362

資産合計 136,277 129,674

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 20,171

※2
 14,448

未払法人税等 2,367 1,309

賞与引当金 4,855 2,448

役員賞与引当金 17 10

ポイント引当金 15 18

工事損失引当金 1 18

その他 15,355 18,462

流動負債合計 42,785 36,716

固定負債

退職給付引当金 15,746 15,794

資産除去債務 145 145

その他 658 779

固定負債合計 16,550 16,720

負債合計 59,335 53,436
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 9,670 9,670

資本剰余金 10,161 10,161

利益剰余金 57,237 56,531

自己株式 △1 △1

株主資本合計 77,067 76,361

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △99 △103

為替換算調整勘定 △25 △20

その他の包括利益累計額合計 △125 △123

純資産合計 76,942 76,238

負債純資産合計 136,277 129,674
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 42,404 40,971

売上原価 34,721 33,811

売上総利益 7,682 7,159

販売費及び一般管理費 ※1
 6,106

※1
 6,263

営業利益 1,575 896

営業外収益

受取利息 15 16

受取配当金 1 1

保険配当金 148 135

その他 56 23

営業外収益合計 220 177

営業外費用

支払利息 5 4

為替差損 － 5

休止固定資産減価償却費 14 9

固定資産廃棄損 5 2

その他 2 3

営業外費用合計 28 25

経常利益 1,768 1,047

特別損失

災害による損失 ※2
 47 －

特別損失合計 47 －

税金等調整前四半期純利益 1,720 1,047

法人税等 686 392

過年度法人税等 － ※3
 270

四半期純利益 1,034 385

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 12 △3

為替換算調整勘定 1 5

その他の包括利益合計 14 2

四半期包括利益 1,048 387

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,048 387

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,720 1,047

減価償却費 534 684

のれん償却額 49 49

貸倒引当金の増減額（△は減少） △133 △39

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,508 △2,407

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △8 △7

退職給付引当金の増減額（△は減少） △42 47

ポイント引当金の増減額（△は減少） 3 2

工事損失引当金の増減額（△は減少） 20 16

受取利息及び受取配当金 △16 △17

支払利息 5 4

有形固定資産廃棄損 5 2

有形固定資産売却損益（△は益） △12 －

災害損失 47 －

売上債権の増減額（△は増加） 7,754 8,418

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,236 △717

前渡金の増減額（△は増加） － △656

前払年金費用の増減額（△は増加） △7 △0

その他の資産の増減額（△は増加） △1,007 1,026

仕入債務の増減額（△は減少） △2,280 △5,714

未払費用の増減額（△は減少） 186 249

未払事業税の増減額（△は減少） △73 37

未払消費税等の増減額（△は減少） 47 29

前受金の増減額（△は減少） 553 1,777

その他の負債の増減額（△は減少） 1,296 1,214

その他 △0 －

小計 4,895 5,046

利息及び配当金の受取額 15 17

利息の支払額 △5 △4

災害損失の支払額 △58 －

法人税等の支払額 △2,153 △1,753

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,694 3,306

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △427 △75

有形固定資産の売却による収入 35 －

無形固定資産の取得による支出 △2,071 △487

その他 △22 △64

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,486 △627
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △88 △116

配当金の支払額 △1,080 △1,079

その他 － 1

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,168 △1,194

現金及び現金同等物に係る換算差額 1 5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △957 1,490

現金及び現金同等物の期首残高 26,599 29,536

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 25,642

※
 31,027
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【会計方針の変更】

（売上計上基準の変更）

　当社は従来、物品販売のうち、顧客への納品を運送業者に委託する場合は、運送業者に物品を引渡した日をもって

売上高を認識する出荷引渡基準を採用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、顧客の検収日をもって

売上高を認識する検収基準に変更しました。

　この変更は、収益認識の時点に関してより客観性、確実性の高い検収基準に変更し、物品販売に係る契約の実態を

より適切に財務諸表に表示することを目的としたものであります。検収基準に基づいて売上高を認識するための

当社管理システム上の整備が完了したことから、当第１四半期連結会計期間より変更することと致しました。

　これにより、遡及適用を行う前と比べて、前第１四半期連結累計期間の売上高は25百万円増加しましたが、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　前連結会計年度及び当第１四半期連結会計期間の「関係会社預け金」は日本電気㈱グループの資金効率向上をは

かるための資金集中管理システムの前連結会計年度末及び当第１四半期連結会計期間末残高であります。　

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当

第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結

会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形 360百万円 356百万円

支払手形 119 149

　　　

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

(1）給料手当 2,856百万円 2,690百万円

(2）賞与引当金繰入額 680 543

(3）退職給付費用 185 172

　

※２　前第１四半期連結累計期間の災害による損失は平成23年３月11日に発生した東日本大震災によるもので、主な内

訳は以下のとおりであります。

　　　　原状回復費用等　　　　　　　 26百万円

　　　　現地支援費用等　　　　　　　 22百万円

　

※３　当社は東京国税局より、子会社の吸収合併に係る税務上の処理等に関し、法人税の更正処分の通知を平成24年７月

31日付で受領しており、当第１四半期連結累計期間において、追徴税額を「過年度法人税等」に計上しておりま

す。　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

現金及び預金勘定 6,039百万円 10,725百万円

関係会社預け金 19,602 20,302

現金及び現金同等物 25,642 31,027

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年５月17日

取締役会
普通株式 1,090 20 平成23年３月31日 平成23年５月31日利益剰余金

　　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年５月15日

取締役会
普通株式 1,090 20 平成24年３月31日 平成24年５月31日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　（単位：百万円）

 
報告セグメント

合計
保守サービス

システム展開
サービス

サプライ
サービス　

運用サポート
サービス

売上高   　   

外部顧客への売上高 23,265 5,590 8,761　 4,787 42,404
セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 － 1　 － 1

計 23,265 5,590 8,762　 4,787 42,406

セグメント利益又は損失

（△）
3,923 △961 95　 395 3,452

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 3,452　

全社費用（注） △1,877　

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業

利益
1,575　

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用でありま

す。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　（単位：百万円）

 
報告セグメント

合計
保守サービス

システム展開
サービス

サプライ
サービス　

運用サポート
サービス

売上高   　   

外部顧客への売上高 22,342 5,693 8,235　 4,699 40,971
セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 0 1　 － 1

計 22,342 5,693 8,237　 4,699 40,972

セグメント利益又は損失

（△）
3,459 △630 △14　 537 3,352

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 3,352　

全社費用（注） △2,456　

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業

利益
896　

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用でありま

す。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

　

４．報告セグメントの変更等に関する事項

（事業セグメントの利益又は損失の算定方法の重要な変更）　

　　「会計方針の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より売上計上基準を変更しております。　

　　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、売上計上基準の変更後（遡及処理後）の会計方針に基づき

作成しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 18円96銭 7円6銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（百万円） 1,034 385

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,034 385

普通株式の期中平均株式数（千株） 54,539 54,539

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　２．当社は当第１四半期連結会計期間より、売上計上基準の変更を行っているため、前第１四半期連結累計期間の１

株当たり四半期純利益金額は、当該会計方針の変更を反映した遡及適用後の数値を記載しております。　

　

（重要な後発事象）

  平成24年１月16日より実施された東京国税局による税務調査の結果、子会社の吸収合併に係る税務上の処理等

に関し、法人税の更正処分の通知を平成24年７月31日付で受領いたしました。

  本更正処分に関わる追徴税額については、当第１四半期連結累計期間において過年度法人税等として計上して

おります。

  当社と致しましては、今回東京国税局により指摘されている内容のうち、当社との間で見解の相違が発生して

いる事項につき、更正処分の通知の内容により、適切に対応してゆく所存であります。
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２【その他】

　平成24年５月15日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

　（イ）配当金の総額　…………………………………… 1,090百万円　

　（ロ）１株当たりの金額　……………………………… 20円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　……… 平成24年５月31日

（注）　平成24年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月３日

ＮＥＣフィールディング株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　茂夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 浜田　　康　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 構　　康二　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＮＥＣフィール

ディング株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年

４月１日から平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ

・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 
　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。 

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

　

監査人の結論　 

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＮＥＣフィールディング株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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